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ご卒業おめでとうございます 式辞 卒業生に贈る言葉 
 

「甲斐の山脈雪深く  白根おろしは騒ぐと

も・・・」と本校校歌にうたわれていますが、

３月１１日、柔らかな日差しの中に春の香りが 

漂う季節となりました。間もなく、ここ御勅使

が丘は、一面の花々で彩られます。 

本日ここに、卒業生の皆さんと教職員だけで

はありますが、南アルプス市立白根御勅使中学

校令和元年度第３０回、組合立の時代から通算

すると第５９回目の卒業証書授与式を、挙行で                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

きますことに、心より感謝申し上げます。 
 

８１名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。中学校３か年、義務教育９か年の課程

を無事終了し、晴れて本校を巣立つ皆さんに、心からお祝い申し上げます。 

１年間で１０１５時間、３年間で３０４５時間の授業に取り組みました。基礎的・基本的な知識・

技能に加え思考力・判断力・表現力、そして学びに向かう力・人間性、確かな学力、知的好奇心・

探求心をもって創造的にものを考える力を身につけてきました。 

入学したときはプレハブ校舎でした。２年・３年時は、県内で最も素晴らしい校舎で、仲間と共

に青春の希望を躍らせてきました。 

私が 卒業生の皆さんと共に過ごしたのは最後の１年間でしたが、皆さんの 最上級生としての態

度はとても立派でした。 

授業や部活動、委員会活動。奈良・京都への修学旅行。アルファ・昨日までのミダイを超えろ、

創造（つくる）を主題とした生徒会活動。桃源祭のクラス劇、３年１組とも造先生、３年２組グッ

ドバイ・マイ、３年３組時をかける少女。体育の部では、勝っても負けても、仲間に大きな声援や

拍手を送っている姿が印象的でした。桃源合唱祭、１組走る川、２組樹氷の街、３組むぎや。 

皆さんは、御勅使の文化を高めてくれました。後輩たちにあるべき姿を示してくれました。「白

根御勅使中愛」を表現してくれました。新築の校舎を褒める来客に、何度 「校舎もいいですけど、

生徒はもっといいですよ」と返したことでしょう。 
 

新型コロナウイルスの流行により卒業式の開催も危ぶまれました。時間や規模を縮小しなければ

ならないこと、お父さんやお母さん、後輩や来賓の方が出席できないこと、とても残念でなりませ

ん。でも、今回のことで、今ある毎日が、学校に行けることが、仲間に会えることが、当たり前で

はなくとても幸せなことなんだと気づかされました。未来から見たとき、今回のことがあったから

こそこんなに成長できたんだと、一日一日を大切に生きていきましょう。 
 

私は、先生方に、常々「子供たちに、御勅使中で大切にしてもらった記憶を残しましょう。」と

３月３日（火）、卒業式に参加できない在校生が、急きょ開い

てくれた「卒業生への感謝を伝えるセレモニー」 

最終号 



伝えてきました。学校の指導重点にも据えました。でも、最近になって気づきました。大切にして

もらった記憶を残してもらったのは、私たち教師の方です。 
 

卒業にあたり、私が皆さんから教えてもらった言葉、御勅使中学校から教えてもらった言葉を２ 

つ贈ります。 

「真面目で一生懸命が一番かっこいい」「白根御勅使中愛」 

「真面目で一生懸命が一番かっこいい」「白根御勅使中愛」 
 

（保護者の皆様に、一言ごあいさつ申し上げます。本日は、ご卒業誠におめでとうございます。

思春期であり、進路のこともあり、ご苦労も多かったことと思います。それだけに、本日のお子様

の成長した姿、感慨もひとしおのことと存じます。３年間、本校にお寄せいただきましたご厚情に

深く感謝申し上げます。） 
 

名残は尽きませんが、卒業生の皆さんの輝く未来・豊かな未来に幸多からんことをお祈りして、

式辞と致します。「御勅使が丘に 明日になう 使命は重し 友われら」 
 

令和２年３月１１日  南アルプス市立白根御勅使中学校 校長 飯野芳重 

 

 

３年生卒業文集 校長からのお祝いメッセージ 
 

 ご卒業おめでとうございます。教員生活最後の１年に、皆さんに出会うことができて幸せでした。

皆さんのこれからの「豊かな人生」を願い、皆さんから教えてもらった言葉、御勅使中から教えて

もらった言葉、私が大切にしている言葉を贈ります。 

＊真面目で一生懸命が一番かっこいい 

＊努力は人を裏切らない 努力できることが才能である 

＊創る  ＊自分の頭で考え、自分の言葉をしゃべる 

＊知的好奇心・探究心を持って創造的にものを考える 

＊論理的思考も大事だけど、情緒（愛・仁・もののあわれ・感性・美意識）と形がもっと大切 

＊子どもたちに、白根御勅使中で大切にしてもらった記憶を残す（愛育） 

＊自分の行動だけはコントロールできる 

＊見える化と徹底（取組ベクトルの一体化） 

＊幸せは気づくもの  ＊頑張ってよかった   

＊白根御勅使中愛 

 

１年間（３７年間） 

ありがとうございました。 

桃源祭、桃源合唱祭 ボスランチ、ボススぺ・・・ 

すべてが楽しかったです。 

お世話になりました。 

御勅使中で幸せでした。 
 

１・２年生、御勅使中をさらに発展させてください！ 


